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教育の地域格差に挑む

住 岡 英毅

は じめ に

　教育の 地域格差に ど う挑むか 。
こ の 問 い に答 え るた め に は ， 「教育 の 地域格差 をど

の ように 認識す るか 」， また ， 「地域格差 に挑む と は い っ た い 何 をす る こ と なの か 」，

とい っ た ， 問い そ の もの が 内包する さ ら に根本的な 問い に直面 す る 。 本稿で は ， こ

の よ うな根本的な 問 い に対す る答 え に ， 次の 三 つ の 視点か ら迫 りた い
。

　
一

つ は ， 教育 の 地域格差 は ， 今 ， どの よ うな現れ 方を して い るか 。 今 日
， 言 うと

こ ろの 教 育の 地域格差 は ， 既存 の格差 （た と え ば ， 教育環境 か らみ た都市 と農 山村

地域 と の 格差 な ど） とは相対 的に 区別 さ れ る ， 今 ま さ に進行 し つ つ ある新 し い 格差

で あ る 。 それ は ， 何 らか の 解決を求め て 挑 まな けれ ば な らな い
， 教育固有の 課題群

の
一

つ として ある 。 それ を知 る た め の 視線の 向 け どこ ろ に つ い て 考察す る 。

　二 つ は ，
こ うし て 見 えて くる教育 の 地域格差 の な か で も， わ れわ れ は ， どの よ う

な格差 を と くに 問題 とす べ きか 。 も っ と言え ば
， す べ て の 地域格差 が解消 さ れね ば

な らな い と は ， 誰 しも思わ な い 。 端 的に 言 っ て ， こ こで 問題 と して 取 り上 げ ， そ の

解消 に 向けた 解決策 をあれ これ と探 ら な けれ ばな らな い 地域格差 と は ど の よ うな も

の か 。 そ れ を考察 ， 検討 し て み た い
。

　三 つ は ， そ う した 教育の 地域格差 に ど う挑む か 。 それ を ， こ れか らの 分権下 の 教

育課題 とし て 考察す る 。 分権下の 教育 で は ， 地域が 抱 え る教育課題 へ の
， 地域 の 教

育行政 ， 教育現場 お よび住民 の対応 の仕方，
つ ま り地域の 実力が もろ に 問われ る 。

教育の 地域格差 へ の 挑戦 と い う課題 は ， どの よ うな教育的力量 の あ りか を地域 に 求
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めて くるの か 。
こ こ で ， それ を明 らか に して み た い

。

　以上 の 考察 に 際 して は
， 現時点で 入手 し得 る行政資料 をもと に ， 筆者 の身近な地

域で あ る滋賀県 とその 市町の 実態 を念頭 にお い た が ， 具体的な データ に基 づ く詳細

な実証 は行 っ て い ない
。

こ の 点で 本稿は ， あ くまで も特定の ケ ース を念頭に お い た
，

仮説の 提示 とい う性格 を もつ もの で あ る。

1 ． 地 域格差 は どの よ うな現 れ 方 をす るか

　地域格差 と い う場合 の 地域 として ， 本稿で は ，
二 つ の 範域 を取 り上 げる 。

一
つ は ，

県内の 各市町 を単位 とす る地域 で あ り， もうひ とつ は ， その 市町内にお ける集落，

もし くは学区を単位 とす る地域で ある 。 そ して
， 前者の 間に 見 られ る格差を 「地域

間格差」， 後者の 間 に見 られ る格差 を 「地域内格差」 と呼ぶ こ とに した い
。

　今 日の 教育の 地域格差 は ， 「地域間格差」 と 「地 域内格差」， 「み える 格差」と 「み

えな い 格差」
ω

， 「学校教育 に お ける格差」 と 「社会教育 に お け る格差」， とい っ た三

つ の格差 レ ベ ル に お い て 現れ る 。 そ う した三 つ の格差 レ ベ ル の 内奥 に細 か く分 け入

っ て み る と ， 教育の 地域格差の 今 日的な様相が見 えて くる 。

1．1． 「地域 間 格差」と 「地 域 内格差 」

　教育の 地域格差 は ， まず ， 市 町村合併 との 関連に お い て 現れ る 。 市町村合併 （平

成の 大合併）の 影響 は ， そ の歴史が浅 い こ と もあ っ て ， 長短 と もに い まだ見 えに く

い
。 だが ， その 影響 は

， 時間経過 と ともに必ず顕在化す る 。 と りわ けマ イナ ス の 影

響 は ， 「地域間格差」 と 「地域内格差」 と い う様相 を示 しな が ら徐々 に効 い て くる 。

　総務庁 に よ る と
， 今 日の市町村合併 の 背景 に は ， （1）地方分権の推進，   少子 高

齢化の 進展， （3）広域的な行政需要の 増大 ， （4）行政改革の 推進 ， （5）昭和の 大合併（昭

和 30年前後）か ら50年が 経過 ， と い っ た 五 つ の 事情 が横 た わ っ て い る 。 そ して ， こ

れ らの 背景 を斟酌す る と ， 基礎 自治体で ある市町村 の行財政基盤 を強化 す る必要が

あ り， その た め の 市町村合併 は必須で ある と い う。

　確か に ， 地方分権
一

括法の成立 （平成 11年）に よ っ て ， 自己決定 ， 自己責任の ル

ール に基づ く行政 シ ス テム の 確立が 求 め られ ， 個性 あ る多様 な行政施策 を展 開す る

た め に は
，

一
定 の規模 ・能力 （権限， 財源， 人材）が必要で ある。 また ，

これ か ら

の本格的 な少子 高齢化社会の な かで ， 市町村が提供 す るサー ビ ス の 水準 を確保す る

た め に は ， あ る程度 の 人 口の 集積も必 要で あ る。 さ らに ， 交通通信手段 の飛躍的発

展に よ る 日常生活圏の 拡大は ， 新た な市町村経営の 単位 を呼び起 こ しも しよ う 。 も
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っ と本音 を言 え ば
， 厳 し い 財政状況 の 中で は ， よ り

一
層簡素で 効率的な行財政運営，

端的に 言 っ て，公務員の総人 件費改革等が必要で ある
ω

。

　不 可避 と も見 え る こ う した市町村合併 も， こ と教育 の 側か らこれ をみ る と ， そ こ

に は 「地域間格差」 と 「地域 内格差」 と い う新 た な課題が潜ん で い る。

　滋賀県の場合， もと もと 7市43町村で あっ た もの が ， 合併に よ っ て 13市13町に編

成 さ れ直 された。 そ して ， 新 し く生 まれ た市町間 に お い て ， 面積 ， 人 口
， 財政事 晴，

それ に教育の 基盤 整備の 点で 差が 生 じた 。 そ うした 地域差が 地域間の教育格差 に ど

の 程度影響す る か は ， 当該地域の 教育行政の 姿勢に もよ るの で
一
概に は言えな い

。

だ が ， 教育予 算の 効率的運用 とい う強み を生 か す こ とが で き るか 否か と い っ た点で ，

人 口 の 集積が 実現 す る都市部の 地域 と ， 逆に 分散型の 地域 を多 く抱 え込 む こ とに な

る非都市地域 との 間で は ， これ まで に 見 られ なか っ た新た な格差が生 じる 。 前者 で

は教育費 の効率的運用 と い う強みが 生 まれ ， 後者で は逆に効 率の 悪 い 教育費配分 に

苦 しむ こ とに な る 。 教育費か らみ た 「地域間格差」 は従来か ら も存在したが ， 分権

型 社会 を志向す る市町村合併の なか で は， それが
一
層際立 っ て くる。

　「地域間格差」よ りもさ らに 問題 とな るの は，市町 内に お け る 「地域内格差」で あ

る 。 合併 に よ っ て 市町が 広域 か つ 大規模 に なれ ばな るほ ど， 旧地域の こ れ まで の 実

績や教育風土 ， 新 し く生 まれ た中心地か らの 距 離 ， それ に 交通事情 な どの違 い が教

育 の 「地 域内格差」 を顕わ に す る 。 学校 の 規模や 設備，社会教育施設の整備状況 や

ア ク セ ス
， 成人 の 学習団体の 数や 活動状況 ， 教育 に か け る熱意 な どに お い て 地域 差

が歴然 として くる 。
こ うした 「地域 内格差」 は ， 地域教育行 政 に と っ て放置 す る こ

とが で きない もの で ある だ けに ， 「地域間格差」よ りも
一

層や っ か い で あ る。
一

定 の

教育効果 ， た と えば子 供の 学力や親 の教育力な どを どの 地域 に お い て も公 平 に つ け

て い くた めに は，
これ まで以 ヒに 綿密 な教育施策が求 め られ るよ うに な る 。 その 具

体的な姿 を探 り当て る こ とが
，

これ か らの 地域教育行政が直面す る未踏 の課題 とな

る 。 比喩的に 言 えば， 非大都市圏 に 属 し， 県内 に は離島を含 め多数の 僻地 を抱 え る

鹿児島県教委 が か つ て 歩んだ ， 「地 方が その地 域性 を考慮に入れ ， 時 に 中央に 従い
，

時 に 抗い つ つ
， 教育改革に独 自色 を加 えて い く過程」

（3）
に も似た ， 地域教育行政の 自

立 の 道筋が 模索 され ね ばな らな い 。 こ の ような 「地 域 内格 差 」 は ， 交通 が便利 で 人

口 の 集積が 進 む大都市圏 に は見 られ ない
， 小規模地域が合体 ， もし くはそれ らが地

方小都市 に吸収 され る地域 に お い て 顕著に な る 。
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1．2． 「み え る格差」 と 「み え な い 格差」

　教育の 地域格差は ，

一
方で は 「み え る格差」 として 現れ ， 他方で は 「み え ない 格

差」 と して 現れ る。

　「み え る格差」は ， 学校施設の 老朽度， 学校教育 関連設備の 充実度 ，

一
学校当た り

の児童 生徒数 ， 社会教育施設 の 設置 もし くは整備状況 ， 社会教育関連職員数 ， 学校

や 社会教育施 設へ の ア クセ ス 状況 ， な ど教育 の ハ ー ド面す べ て に お い て 現れ る 。

　「み え な い 格差」 は ， 「み えに くい 格差」と言い 換 えて もよ い
。 それ は ， 教育 を と

りま く最近の 問題状況 と深 く関連 して い る。た と えば，家庭 の 教育力の 低下や教育

病理 の 発現の量 ， お よび深刻 さの 度合 い な ど に つ い て は 「地域内格差」が ある と推

測 さ れる が ， それ は 「み えに くい 格差」で ある 。 また
， 学校 内外の 子 ど もの 安全を

確保する に あた っ て の 地 域住民 の 取組状 況 ， 地域 の 子育 て 支援の 活動状況 （子育 て

や子 どもの 体験 を育て る NPO 活動 な ど），
ニ ュ

ーカ マ ーの 児童 ・生徒の 支援活動状

況 ， 貧困家庭 へ の 支援活動状況 な ど
，

セ ーフ テ ィ
・ネ ッ トの 存在 は ， そ こ に住 んで

い る 当事者に と っ て は ともか くも ，

一
般の 人 に は 見 えに くい し統計上 に も現れ ない

。

しか も， そ れ は ，

一
朝

一
夕に 出来上 が る もの で は な く， 地域住民が長年月に わた っ

て 培 っ て きた人間関係の 紐帯が生 み 出した もの で ある 。 あた か も ， 「雇用情勢の 停滞

は ， す べ て の 入 に
一
様の 影響 を及 ぼす わ けで はない 。 どの 程度の人 的 ・物的資力 を

保有 し， どの 程度の 支援 ネ ッ トワ
ーク を蓄積 して い るか に よ っ て ， 失業や収入削減

と い っ た リス ク に対す る対応力は異 な る」
ω

の と同 じ よ うに ， こ うした 教育 に 関わ る

セ
ー

フ テ ィ
・ネ ッ トが存在 して い るか どうか は ， 分権下 の 地域に と っ て重要な意味

を もち ， 教育 の 「地域 内格差」 を生 み 出す要因の
一

つ に なる 。

　「み え る格差」と 「み え な い 格差」は と もに ， 「地域間格差」と して も現れ， 「地域

内格差」として も現れ る 。 だが ， 先に も述べ た よ うに ， 「地域内格差」の方が 地域の

教育行政 に と っ て は 深刻 で ある 。 「地域聞格差 」はや むを えな い もの と して 見過 ごす

こ とがで きて も ， 「地域 内格差」 は見過 ごす こ とが で き な い
。 「格差 に は量的 な差 を

越 えた ， 不条理 ， 不平 等 の概念が 介在す る」
 

が
， 「地域内格差」は 同

一
市町内で 起 こ

っ て い る が ゆ えに ， その こ とが一
層意識 されや す い

。 した が っ て
， それ は， 地域内

の公平の 維持 と い う側面 か ら， まっ た な しの 行政課題 と して 迫 っ て くる 。

1，3． 「学校教育 に お け る格差」 と 「社会教育 に お け る格 差」

　教育の 地域格差 は ， そ れが 「地域間」 で あれ 「地域 内」で あれ ， 学校教育よ りも

社会教育 にお い て顕著 に現れ る 。
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　学校教育 は
，

こ れ まで 長い 間， 中央集権に基 づ く国家か らの統制 と保護の なか に

置か れ て きた 。 それ は ， 言わ ば ， 地域格差 とは無縁の 位置に あっ た と も言え る 。 だ

が ， 仮 に義務教育費 の 国庫 負担金が 一
般財源化 され る と （現在 は 1／2か ら1／3へ 減

額）， 事態 は
一

変す る 。 財政力の 強 い 県 と弱い 県 とで は ， 義務教育に投 じる予算 に差

が 出て くる 。
つ ま り， 学校教育 に お ける地域間格差 が歴然 と して くるに違 い な い

。

しか し， 学校教育 は ， 地 方財政 の お膝元 に ある教育行政に と っ て も最後 ま で守 る べ

き聖域 の性格 を帯 びて い る 。 財源不足 の 矛先が 学校教育なか で も義務教育に 向か う

の は ， そ の深刻 さが よ ほ ど増 して か らで ある 。 その た め， 学校教育に お け る地 域格

差 は ， 目に見 え る程 に は現れ ない 。

　だ が ， 社会教育 に お い て は ， 事情が 異な る 。 それ は
， 学校教育 と並ぶ 公 教育 の

一

翼 を担 い なが ら も， 真 っ 先 に財源 不足 の犠牲に な る 。 縮小 して も， 人 々 の 目に は そ

の 痛みが 見 えに くい か らで あ る。 その ため ， 地 方財政 もそれ に対 して は鉈 をふ る い

や す い 。 こ うして
， 社会教育 に お い て は， 受益 者負担の原 則が まか り通 り， 住民の

自発的参加 に よ る総合型 ス ポー
ツ 施設や社会教育施設 の運営 に関 して 指定管理 者制

度が 奨励 され る 。 近年 の社会教育 に お い て は ， 公 的資金 を使 わ な い 安 上が りの 教育

へ の傾斜が進ん で い る 。 したが っ て ， 義務 教 育費 国庫負担 金制度の 縮小 な い し廃止

が もた らす教育の 地域格差 は ， 当面 は ， 学校教 育 に お い て 現れ る の で は な く， 強力

な存在理 由を主張 し に くい 社会教育に お い て 現 れ る
｛6）
。

　 こ の よ うに 考 える と
， 教育 の地域格差 は ， 自治体 の 財政能力 の差 に ともな っ て ，

「社会教育 に お け る地域 格差」 と して まず顕在 化す る 。 具体 的 に は ，
ヒ ト （職員

数），モ ノ （施 設の 設置お よび整備）， カネ （事業費 ）の す べ て ， も し くは その い ず

れか に お け る格差 と して現 れ る。 教育費全体 に 占め る社会教育費 の 割合 ， 住民 一人

あた り社会教育費 ， 社会教育関連職員数 ， 社会 教育施設数 ， 公立 図書館の 蔵書数 ，

社会教 育事業数な どの 分析 を通 して そ れ は明 らか に な る で あ ろ う。 また ， 合併 に よ

っ て 多 くの 分散型 地域 を抱 え る こ と に な っ た地域で は ， そ うした 「社会教育 に お け

る地域格差」が 「地域 内格差」 と して 顕在化す る可能性 もある 。 また ， 社会教 育の

充実度に つ い て は ， その地 域 の こ れ まで の 実績 や社会教育 を重 視す るか 否 か の 伝統

に負 う部分が大 きい
。 そ の た め ， この よ うな実績や伝統 を もつ 地域 とそれ ほ どで も

な い 地域が合併 した場合 は ， 社会教育 の 「地域 内格差」が一
層顕わ に な る 。
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2 ． 今 ， どの よ うな格差 を問 題 に すべ きか

　教育 の 地域格差 は ， 今や ， 地域 の なか に存在 す る教育病理 を はじめ とす る多 くの

教育課題 群 と と もに起 こ っ て い る 。 しか も， それ は ， 「地域間格差」よ りも 「地域 内

格差」 にお い て
一

層問題 とな る 。 なぜ な ら， その よ うな格差 は ， 解決 にむ けて の 目

標緊迫性 を帯 びて い る か らで ある 。

　そ の よ うな 観点か ら
，

こ こで は
，

と りわ け 「地域内格差」と して 現れ る ， 「地域 の

教育力」格差 と 「社会教育」格差 を と くに問題 に した い
。

2．1． 地域の 教育， その 課題状況

　地域の 教育 は ， 今 ， 極 め て 厳 し い 状況 に お か れ て い る 。 と りわ け次の よ うな教育

課題が ， 深 刻さの 度合い を増 して い る 。

　第一 に
， 地域の 学校 は ， 特別支援教育 の 増大 ， 不登校や い じめ な ど教育病理 の 慢

性化 ， 増 え続け る保護者対応 ， 子 ど もの 安全 の 確保 な ど，
こ れ まで 経験 した こ との

な い 多 くの 課題 を抱 え続 け る よ うに な っ た 。

　特別支援教育 と は
， 「従来の 特殊教育 の 対象だ けで な く， LD ，

　ADHD ， 高機能自

閉症 を含め て 障害の ある児童生徒の 自立 や社会参加 に 向けて ， その
一

人
一

人 の 教育

的 ニ ーズ を把握 して ， その 持て る力 を高め ， 生活や学習上の困難を改善又 は克服 す

るた め に
， 適切 な教育や指導 を通 じ て適切な指導 を行 う もの で あ る」

 
。

こ の ような

特別 支援教育を必 要 とす る児童生徒 は ， 滋賀 県 の 場合， 全児童生徒 の 7 ％ ，

一
学級

に 2 人 か ら 3人 い る と言われ て い る 。 不 登校の 児童生徒 の 在籍率は ， 平成 13年度か

ら平成17年度まで の 5 年間，

一貫 して 全 国平均 を上 回 る 。 い じ め の 発生件数 は つ か

み に くい が 慢性化 して い る と推測 され る。 また，そ の い じ め報道 と関わ っ て ， 保護

者か らの 問い 合わ せ や 苦情が殺到 して い る 。 自分の 子供 の こ と しか 眼中に ない 保護

者が 増 え， 昼夜 に お か ま い な く学校や 担任に 苦情 を持 ち込 む の で
，

そ の 対応に 追わ

れ る 。 加 えて
， 学校 内外の 子 ど もの 安全対策 に も神経 を使わ な くて は な ら な くな っ

て い る 。 こ うして教師の 多忙化が 限 りな く起 こ り， 学校教育に 必要 な静寂 と落 ち着

きが 日 ご とに失わ れ つ つ あ る 。

　第二 に ， 地域 の社会教育 は ， 先 に も述 べ た よ うに ， 財源不足 の あ お りを真 っ 先に

受 けて ， 縮小な い し滅亡 の 危機 に直面 して い る 。 社会教育施設お よび社会教育関連

施設の 運営を指定管理者化 （民営化）す る ， 社会教育団体の 衰退 ， 社会教育事業の

縮小 も し くは廃止 な ど も進 んで い る 。 に もか か わ らず ，

一方 で は ， 後 に述 べ る よ う
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な緊急性 を帯 びた 社会教育の課題 は増大 し続 けて い る。

　指定管理者に よ る社会教育施 設の 運営 に つ い て は ， 公的社会教育が担 うべ き社会

的必要課題の 教育 （た とえば環境教育 ， 平和教育 ， 消費者教育， 国際理解教育， 人

権教育な ど）が ， 社会教育 を専 門 とす る行政職員を欠 くた め に手薄に な る こ とが 予

想さ れ る 。 言い 換 えれ ば ， 公教育 として の 社会 教育の 後退が懸念 さ れ る 。 社会教育

団体の 衰退お よ び社会教育事業の 縮小 ・廃 止は ， さ ら に深刻で ある 。 子育て 支援，

親の教育，子 どもの 体験 を培 う ， 高齢化社会 に生 き るた め の 介護能力の 育成， 高齢

者の 自立 な ど， 緊急性の 高い 現代的教育課題 は ， こ れ ま で 長い 間 ， こ の よ うな社会

教育団体の 活動や社会教育事業 に 負 う と こ ろ が大で あ っ た 。 こ うした地域の 社会教

育の 縮小 ， 衰退 ， 滅亡 の 危機 は ， 地域の 教育 に と っ て 見逃す こ と の 出来ない 問題状

況 と言わ ね ばな らな い
。

2．2．　「地域 の教育力 」格差

　上 記の よ うな問題状況の な か で ， これ か らの 課題 と して と りわ け取 り上 げな けれ

ばな らな い 地域格差 の
一

つ は ， 「地域の 教育力」格差 で あ る 。

　今 日の 学校教育や 社会教育が 抱 え る上 記の よ うな新し い 教育課題 に対 して は ， 学

校教育 と社会教育の 制度的枠 内の 教育実践 の みで は， もはや その 対 応 は困難 で あ る 。

学校教育 や社会教育 だ けで な く， 住民 の 地域活動 を も広 く包含す る ， 地域全 体の 教

育的な力 ， す なわ ち地域 の 教育力 こ そ が もの を言う。

　地域の 教育力 は ， これ まで ， 「地域 の中に存在す る社会規範や 生活体験 ， それ に 地

域内に存在す る様 々 な社会集団の諸活動な どが ， そ の地域に住む人 々 の 人 間形成 に

及ぼ す影響力」
〔8）

と し て 理解さ れ て きた 。
こ の よ うな意味で の 地域の 教育力 は ， すで

に 多 くの 地域 で 弱体化 して い る 。 新興住宅地 や都市地域 に お い て は もち ろ ん の こ と ，

今や 農山村地域 に お い て す ら， 人 々 の 結び っ きや共有 す る規範 は弱 ま っ て お り， 生

活体験の 多くは地域外で 営まれ て い る 。 地域の教育力 をめ ぐる こ の よ うな状況 は ，

程度 の 差 こそ あれ全 国の どの 地域 に お い て も見 られ る が ， 今 なお 強力な教育力 を発

揮す る こ との で きる地域 も存在す る 。 その 多 くは ， 地域 の伝統的な祭 りや行事 を保

有す る地域で あ り， それ に まつ わ る社会規範 と協働体験が世代 を超えて伝達 さ れ 共

有 されて い る地域で あ る
 

。
こ の 点で は ， 伝統的な意味で の 「地域 の 教育力」格差 は

厳然 と存在す る 。

　他方 ，
こ の よ うな伝統文化 を媒介 とする 地域の 教育力 と は別 に ， 今 日的な 内容 を

媒介 とす る新 し い 地域の 教育力 も成長 し始 め て い る 。 先 に 1．2．で 触れ た よ うな ， 自
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発的な集団に よ る地域活動が 各地 で生 まれ ， 成長 して い る。 その 多 くは ， 地域課題

で あ る環境 ， 高齢化 ， 国際化 ， 安全， 子 どもの教育 ， な ど現代的課題 に 関わ る活動

を行 うボ ラ ン テ ィ アの 集 団活動で あ り， NPO 活動へ と成長す る場合 もある。これ ら

に 参加す る人 た ち は ， 当該の 地域課題 に つ い て相互 に学習 し合い
， 課題解決 に 向け

て の 活動 を地域 に 広げて い く。 そ の こ とに よ っ て ， 自らの知識や態度， それ に 行動

を変えて い くと と もに
， 地域 の人 々 の そ れ を も変 えて い く。 また ，

こ れ らの 集団活

動 は ， 課題 に お い て共通 項を もつ 他の 集団活動 と も連携 ， 協力 し合 うこ と も多い
。

その 結果 ， 自発的な地域 活動が さ らに 充実度 を増 し， 地域住民 の 紐帯 と相互学習が

一
層促 さ れ る こ と に な る 。 地域の 教育力の新 しい 形態 と言 っ て よい で あ ろ う。 そ し

て ，
こ の ような地域 の 教育力に つ い て は ， 「地域間」お よ び 「地域 内」に お い て相 当

の格差が見 られ ， そ の 格差 は ， 自発的 な地域活動の 盛ん な所 とそ うで な い 所 との 間

で ， 徐々 に大 き く開い て い る よ うに思 わ れ る。

2．3． 「社会教 育」格差

　伝統的 な行事 を媒介 とす る教育力で あれ ， 現代的課題 を媒介 とす る新 しい 教育力

で あれ ， 地域の 教育力 はい ずれ も， 社会教育か らの バ ッ クア ッ プ を受 ける こ とで 力

強 い もの へ と成長す る 。

　地域 に根 ざす社会教 育施設 として の 公 民館は ， 地域課題 を掘 り起 こ し ， そ れ に 向

けて地域の 人々 の つ なが りを創 りだ し ， それ を育て る こ とを主要 な任務 と して い る 。

ま さ に地域 の教育力 を育て る 拠点施設で ある 。 地域の 伝統的 な祭 りや行事の 準備に

場所の 提供や物資の 支援 を行う ， 環境学習 の た め の講座や介護教室の 開催，地域 に

住 む外国人 と地域住民 との 交流の 機会 を設 け る ， 子育て支援の た めの 場所 を提供す

る ， な ど地域の 教育力 に 果た す公民館 の 活動 は際限 な く存在す る 。 に もかか わ らず，

そ の公 民館に 指定管理 者制度が導 入 され る地域 ， 市町 村合併 に よ る公民館の 統合が

行わ れ る 地域 な ど ， 各地 で 公 民館 の地 位 の低下が起 こ りか けて い る
aa）

。 そ の こ と は，

「地域の 教育力」格差 を誘 引す る こ とに つ なが る 。

　地域 の 公立 図書館 は ， 図書や資料 を整 え
，

レ フ ァ レ ン ス や貸 し出 しを行 う こ とで ，

人々 の 個人学習 を支援 する こ と を主要 な任務 と して い る 。 その た め ， それ は ，

一人

ひ と りの 個人 に と っ て の 必要性が 強調 さ れ ， 地域 の教育力 と は直接 に は 関連 しない

と い う印象を与 えが ち で ある 。 だが
， 必要な資料や 図書が地域 の 身近 な場所 に常時

整備 され て い る こ と 自体が ， そ の 地域 の 教育力を何 よ り も示 して い る 。 しか も， 今

日の 図書館は ， 図書や資料の 提供 に よ る 個人 学習 の 支援だ けで な く， 地域の 子 ど も
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た ち を対象 とす る 「本の読み 聞か せ 活動 」の 促進 ， 「成人 の読書グル ープ 」の 支援や

「学校図書館」の 後方支援と い っ た ， 図書館機能を生か した様々 な活動 を通 して 地域

の教育力 に貢献 して い る 。 滋賀県 は ， 「千人 当た り図書館蔵書数が 多い 県」 （合併前

の 旧市町 の ほ と ん どが 公立図書館 を設置 して い る） と して
， また公立図書館ネ ッ ト

ワ
ー クの 充実度 に お い て ， 全 国で も トッ プに ラ ン ク され て い る 。 それ は ， 滋賀県域

とい う視野か らみた地域 の教育力に と っ て ， 欠かせ な い 存在 に な っ て い る 。 仮 に ，

い ずれ か の 市町の 図書館 が指定管理者 の 運営 に移行 し始 める と， その ネ ッ トワ
ーク

の存続 ・維持が 危 う くな る ぼか りか ， 図書館か らみ た地域の 「社会教育」格差が進

み ， それ は ， 「地域 の 教育力」格差 に も影響 を及ぼす に ちが い な い
。

　県の 社会教育行政が 実施す る社会教育事業 は ， 地域 の 社会教育 を先導す る事業 の

展開や 県費 に よ る社会教育主事の 地域 へ の 派遣， 及び地域の 指導者の 養成 な ど を通

し て
，

こ れ まで 地域 の 社会教育の 後押し をす る役割を果 た し て きた
。 それ は

， 地域

間の 「社会教育」格差 を少な くす る機能 をも果た して い た と言 える 。 した が っ て ，

財源不 足が この ような社会教育事業 を圧 追 し ， そ れが 縮小 ， 廃止 され るよ うに な る

と ， 「地域 の 教育力」格差 は
一

層進 む こ と に な る 。

　 こ うして ， 「社会教育」格差 は ， 「地域 の教育力」格差 に そ の ま ま直結す る 。 そ の

点で ， 「社会教育」格差 は ， 今 と りわ け重視 し な けれ ばな らな い 格差問題で あ る 。

3 ． 地域格差に ど う挑 む か

　で は，
こ の よ うな教育 の 地域格差 に

， われ われ は ， ど う挑 ん だ ら よ い か 。 加速 す

る教育の 地方分権化 と の 関連で
，

そ の 答え を探 っ て み た い
。

　分権改 革 の 目的は ， 「国 の 規制 を緩和 し， 地方 に 諸権限を委譲 し，以 っ て 地方の 政

策決定 ・行政運 営の 自主性 ・ 自立 性 を高め る こ と に あ るj。 そ して
， その 理念 ・要件

は ， 「市民 ・ 住民 の 参加 ・ 協力に よるパ ー トナー シ ッ プ型行政の 確立 ， 市民 ・住民の

ニ ーズ に 沿 っ た持続的な地域経営の推進 と地域社会の活性化 ，
お よ び

， 行政運営の

開放 性
・透 明性の 向上 ， の 三 点 に あ る」 とされ る

ω
。 こ と教育 に 焦 点 をあ て て 言 え

ば， それ は ， 中央主導の 教育制度に よ る規制を緩和し
， 地方 に 権限 を委譲 しなが ら ，

地方教育委 員会 や学校 の 主体 的な 取組 を促 そ う とす る もの で あ り， 地域 の 教育 行

政 ・学校
・地域住民 に よる参加型 教育の 推進や 教育経営評価の 透明性 な どを そ の 内

容 とす る 。

　今 ， 教育の 地域格差 に挑む と い う こ とは ，
こ の よ うな教育の地方分 権化 へ の 動 き

に どう向 き合 うか と い うこ とで もある 。
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3．1．　 「地域内格差」 と 「み えない 格差」 に 挑 む

　先 に 2．1．で 述 べ た よ うな ， 地域の 学校教育や社会教育に見 られ る課題 は ，
どの 地

域 もが抱 え る共通の 課題で あ る とと もに ， その 現わ れ方や深 刻さの 度合い は地域に

よ っ て 異 な る 。 言い 換えれ ば， 地域の 教育課題は ， 偏在して い る。

　た とえば， 労働環境の 国際化 は ， 外国人移住労働 者の増加 を地域 に もた らし ， そ

の結果 ， 地域 の 学校 に 多 くの 外国人児童 生徒が在籍する こ とに な っ た 。 滋賀県に お

け る こ うした 外国人 は ， 平成 17年末で ブ ラ ジル を筆頭 に 84力 国29
，
995人 に及ぶ 。 ま

た
， 居住地 は県内の 全市町 に またが っ て い るが

， 彼ら外国人が その 市町人 口 の 3 ％

以上 を占め る市町は ， 多 くの 企業や 工 業団地 を抱 える 4 市 1 町に偏在 して い る 。 外

国入児童生徒 に対 す る 日本語指導や 地域 に お け る多文化理解へ の 取組 は ，
こ れ らの

地域 に お い て 最 も緊急性 を帯 び る 。

　教育課題が 地域 に偏在す る状況 は ， 人 口 の 流入や 集積 に よ っ て も起 き る 。 そ れ は ，

学区制 を中心 に 動 い て い る こ れ まで の 地域 と教育 の在 り方に 多様 な複雑 さ を もた ら

す 。 た とえ ば ， A 学 区は ， 市営 の 集合住宅 ， 県営の 集合住宅 ， 公団の 集合住宅 ， 雇

用促進の 集合住宅 ， 個人 の購入 マ ン シ ョ ン ，

一
戸建 て の 住宅 ， と い っ た 多様 な 居住

形態 の住居が 集積 して お り， 住民の 階層差 も大 きい 地域で ある 。 B 学 区は ， 近所付

き合い の ない 高齢者の 住 む地域 ， 農地や 空 き地 を無計画 に宅地化し迷路の 多い 雑然

と した 町並 み の 地域 ， 旧市街地 を含む 歴 史の ある地域 ， 新興マ ン シ ョ ン の 立ち並ぶ

地域 ， な どの集積 に よる多様な階層 の 住民 で 成 り立 っ て い る 。 C 学区 は ， 伝統的 な習

慣や 規範が 生 き て い る昔 なが らの 地域 と新興 の 住宅地 とが 混在す る地域 で あ る。 転

入 に よ る人 口の社会増加率が 高い 地域 で は ， 学区特性か らみた この ような多様化が

急速 に 進 んで い る （ちなみ に滋 賀県の 人 口 の社会増加率 は， 平 成16年度調査 で 全 国

5 位で ある）。

　今 日の 教育課題 は ， こ うした 地域の 多様化 に 応 じて様 々 な ヴ ァ リエ
ー シ ョ ン を描

く。
い じ め ， 不登校 ， 暴力， 非行な どの 教育病理 が現 れ る量 や質 も

一
様で はない 。

当然 ， 「地域内格差」が 生 じる 。 それ は ， 往々 に して 「み え な い 格差」 として 現 れ

る。社会教育 に 見 られ る問題状況
a2）

に つ い て も， 同様 で あ る 。
こ うして ， 教育 に お け

る地域格差 として 挑むべ き対象は ， 「地域 内格差」で あ り焦点的に は学区や集落 と い

う単位に お い て 現れ る 「み えな い 格差」で ある 。 そ こ に真正 面か ら向き合 う方法論

が ， 教育の 分権化 の なか で 模索 され ね ばな らない
。 以下 ，

二 つ の 点 か ら考 えて み る 。
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3．2． 学校 と地域 の 協働 関係に 挑 む

　第
一

に
， 学校 と地域 の 協働関係 の構築が早急に 求 め られ る 。 学校評議員制度や コ

ミ ュ ニ テ ィ
・ス ク

ール に お ける学校運営協議会の 設置 と い っ た よ うな ， 制度 に よ る

協働関係の構築で は な く， 地域が抱 える教育課題 へ の 実質的な取組 を媒介 とした 実

態を と もな う協働関係 の 構築が 急務に な っ て い る 。

　ひ と頃 の 学校 と地域 との 関係 に お い て は ， 家庭の 教育 を多面的 に支 え補完す る こ

との で きる地域 社会 が存在 し ， そ の地域社会が一
丸 と な っ て 地域の 学校 を支え る と

い う構図が 見 られた 。 その なか で ， 学校も家庭や 地域の 教育課題 に対 して 専門的な

立場か らの助言や協力 を行 っ た 。 こ の よ うに して ， 学校 や地域が抱 え る教育課題 に

対 して は ， 安定 した解決 シ ス テ ム が存在 して い た と言 え る 。

　だが ， 近年の 学校 と地域の 関係 に お い て は ， 家庭が地 域の なか で 孤立 し ， 地域社

会 も人々 の つ なが りを欠い た もの へ と変貌 して い るた め ， 教育問題 の 多 くは個々 の

親や 当事者た ち か ら直接 に学校 に 持ち込 まれ る構 図が普通 に な っ て い る。 地域 に偏

在す る教育課題 に 対 して
， 安定的 な解決 シ ス テム を持 た ない 無 防備 の教育 困難校 と

地 域社会が 出現 して い る わ けで ある 。 これで は ， 「地域 の 教育力」格差 は ，
い つ まで

も解消 され な い
。 緊急に取 り組 まな けれ ばな らない 課題 は， 次の 二 つ で あ る 。

　
一

つ は ，
こ の よ うな学校 と地域 へ 教育行政サイ ドか らの 支援 を強 化す る こ とで あ

る 。 学校や社会教育分野 へ の 柔軟 な人員配置 ， そ れ に 医療 ・ 福祉 ・ 警察 な ど関連分

野 の専門家 ・専門機関 と の 協働体制 の 推進な ど教育行政に求 め られ る支援的な役割

は多 い
 

。 その 点で は， 分権下の 教育行政の 実力が 問わ れ て い る 。

　 もう
一

つ は，学校教育 と社会教育 の 両面 か ら ， 学社連携 ・融合の 教育実践 を促進

し広 げてい くこ とで あ る 。 こ の 点で は滋賀県草津市の 「地域協働合校」の 試 み が注

日され る 。 そ こ で は ， 「学校 の み な らず ， 地域 の 様々 な機関や場所で ， 教師 と保護者

と地域 の 人 々 が 力 を合わ せ て
， 児 童 ・ 生徒 に計 画 的継続的 に教育 を行 う姿や状 態の

ある地域」「青少年の健全 育成を図 るた め ， 家庭 ， 学校 ， 地域が 大同団結 して 結集 す

る こ と」「地域の 学校や公民館 な どに お い て ， 学校 の 先生 だ けで な く， 地域 の 大人 の

力で 子 ど もた ち を指導 し ， 大 人 も高 ま るこ と」「子 どもの 学び と大人 の 学 びが交わ り

合 っ て ， 責任 を 自覚 し ， ともに生 き ， 喜び を得 る地 域社会 を つ くる こ と」が 目指 さ

れ て い る 。 草津市で は ， そ の た め の地 域の 教育活動が 学区を単位 として様 々 な形 で

展開され て い る 。
こ の よ うな学社連携 ・融合の 実践 は ， 「地域 内格差」 と 「み え な い

格差」の 多様性 に挑む 有効 な切 り口 とな る 。
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3．3． 教育の 専門性 に挑 む

　第二 に
， 教育に 携 わ る者の 専門性 の 追求が早急 に 求め られ る。

　教育の 分権化 は ， 当事者た ち の参加 と協働 に よ る学校運営 や社会教育 の展開 を 目

指 して い る 。 当事者 たち の教育的力量 を高め る こ と に よ っ て ， 地域 の教育 の 自立性

を確保 したい か ら で あ る
。

そ れ に は 二 つ の 方向が考 え られ ， 部分 的に は それ ぞれ実

践 されて い る。

一
つ は ， 親や地域住民 の 積極的参加 に よ る学校教育や 社会教育 を可

能 な限 り追求 し ， その こ とに よ っ て 教育現場 の 自主性
・自己責任能力 ， 自立 の 力な

ど をつ けて い こ うとす る もの で ある 。 言わ ば， 教育現場の 足腰を強 くす る こ とに主

眼 をお く考 えが こ れ で あ る。二 つ は ， 教育サ ー ビ ス の 受益者で ある子 ども ・親 ・地

域住 民の ニ ーズ に 応 え るこ とに主 眼 をお き ， 競争を通 して教育の 質 的向上 を図 ろ う

とす る もの で あ る 。 学校選 択制 の 導入 ， 学校評価や学校評 議員制 の 導入 ， 学校運営

協議会に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ
・ス クール の 運 営 ， 教員評価 の 実施，民 間人 校長 の 採用 ，

社会体育 にお け る総合型 ス ポー
ツ施 設 な どの 動 きは こ の よ うな考 えに 基 づ く。

　 こ う した二 つ の 方向の い ずれ に お い て も ， 見逃 し えない 陥穽が 潜 ん で い る
。

そ れ

は ， 「『参加
・
自治』 に よ っ て学校や教育行政 を外部 に 「開い た』 として も， あ るい

は市場原理 に よ っ て 教育専門職 へ の 批判 に応 えた として も， それ らが教室 レ ベ ル で

の 教育実践 ・活動の 改善 に つ なが る の か ， そ こ で どの よ うな 『専門性』が つ くられ

るか は未知数で あ る 」， と い う陥穽で ある 。 なぜ こ の よ うな陥穽が生 まれ るか とい う

と ， 「これ らの 改革 の潮流 は ，
い ずれ も公教育 を教育専門職の 外部 に 開 くこ と を重視

した 改革で あ り ， そ れ ゆ え に ， 教師の 専門性 を ど うした ら高 め られ るか とい う課題

に なん らか の 明確 な答 えを用意 するた めの 改革で はな い か らで あ る」
 

。 専門性 へ の

着眼 を欠 くこの よ うな事態 は ， もち ろ ん ， 教師だ けで な く広い 意味で の 社会教育指

導者 に も当て は まる 。 当事者た ち の 参加 と協働が 進め ば成果が上 が る とい うこ とを ，

過 剰 に評価 し過 ぎて い る と こ ろ か ら くる陥穽 と言 っ て よい で あろ う 。

　言 い 換 えれ ば ， 分権化 は
一

面 で は地 域の 教育的力量 を培 う方向で 機能する が ， そ

の た め に は ， そ れ を導 く確か な教育専門性 の 裏づ けが必要で ある 。 分権 下の 教育の

地域格差 に つ い て は ， これ まで の 考察か ら明 らか な よ うに ， 「地域内格差」「み えな

い 格差」「社会教育 に お け る格差」と い っ た三 つ の格差が 重要で あ るが ， そ うした 格

差 に挑む力 は ， 教育行政 ， 教師 ， 社会教育指導者 ， 医療 ・福祉 ・警察 な ど関連分野

の 専門家や専門機関の 幅広い 専 門性の 協働 を必要 とす る 。 そ うした 専門性が 親 ・子

ど も ・地域住民な ど教育受益者 との 協働の な か で 鍛 え られて い くこ とが ， 格差 に 挑

む こ との で き る地域 の 教育的力量 を確か な もの に し て い く。 した が っ て ， そ の よ う
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な専門性 を育 て 支 える教育行政 の役割は， 分権下 の も とで は益々 重要に な る 。

　 また ， さ しあた りこ こで提案 した い こ とは ， 教師 と社会教育主事を含む幅広い 社

会教育指導者 （各種社会教育団体や NPO で 活動する 人た ち）との コ ミ ュ ニ テ ィ の 形

成で あ る 。 そ う した コ ミ ュ ニ テ ィ が牽引車 とな る こ とで
， 先 に 3．2．で 述 べ た 学校 と

地域 との 協働 も一
層進ん で い くで あろ う 。

〈注〉

（1） 「み える格差」と 「み えな い 格差」とい う言葉 は ， 白波瀬佐和子 に よ る （文春 新

　書編集部編 「論争 　格差社会』文春新書 ， 2006， pp．32−41）。

（2〕 「市町村合併 の 背景 と効果に っ い て 」http；〃 www ，soumu ，go ．jp／index，htm1
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， p．5．

（7） 緒方明 子 「分権下 と特別 支援教育　行政 と NPO の 協働 に よ る特別支援教育体

　制 をサ ポー トす る試み 」教育 と医学の 会 『教育 と医学』NQ ．627
， 慶応義塾大学出

　版会 ， 2005， p．59．

〔8） 高旗正 人 ， 讃岐幸治 ， 住岡英 毅編 「人 間発 達の 社会学』ア カ デ ミア 出版会 ，

　 1983，　pp ．229−230．

（9） た と え ば ， 滋賀県長浜市は ， 伝統的な 「曳山ま つ り」を有す る地域で ある 。 市

　 内の 中田町 に は ， 老 人会 ， 婦人会 ， 子 ども会が 存在す る。 また ， ま ちづ くりの 組

　 織 として ， 田 町 （南新田 ・上 田町
・
中田町 ・下 田 町）の 合同組織が ある 。 そ の他 ，

　 曳山 ま つ りの 月宮殿 山組 と い う組織が あ り， 町民の 結束 と老若男女 の ま つ り活動

　 へ の 参加度 は 高 い （滋賀大学生 涯 学習教 育研 究セ ン ター 『長浜市 に お ける 自治会

　 活動の 実態調査 　報告書』2000， 参照〉。 伝統的な意味で の地域の 教育力 は高 い と

　 思わ れ る 。

  　大串隆吉 「二 十
一

世紀五 年 目 ：分権化の なか の 社会 教育」教 育 と医学の 会 『教

　 育 と医学 』No ，627，慶応義塾大学出版会 ， 2005，
　 p．56．
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　627， 慶応義塾大学出版会 ， 2005， p．4．

a2） 問題 を抱 え る子 どもや親が増 え続 けて い る た め ， その 対応 に追わ れ る と い っ た

　状 況 は ， 学校教育の み で 起 こ っ て い る わ けで は ない 。 社会教育で 行わ れ る 「子 ど

　 もの 体験 を育 て る 夏の キャ ン プ」な ど に お い て も同 じ状況が 起 こ っ て い る 。

  　 この 点に つ い て は ， 田 中雅文 「学校 と地域組織 の協働」白石克己 ・ 佐藤晴雄 ・

　田中雅文編 「学校 と地域 で つ くる学 びの 未来』ぎ ょ うせ い
， 2001， pp ．137−146を

　参照。
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　 2006， 　p．59，
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ABSTRACT

      The  Challenge of  Regional Disparities in Education

    SUMIOKA,  Hideki

(Osaka Aoyama  College)

  Today,  regional  disparities in education  can  be seen  from the following six
aspects.

   (1) Disparities between  areas  (disparities between cities or  tovLrns)

   (2) Disparity inside areas  (disparities between elementary  school  areas)

   (3) Visible disparities

   (4) Invisible disparities

   (5) Disparities in school  education

   (6) Disparities in social  education

 Among  these disparities, this paper focuses on  disparities inside areas,  invis-

ible disparities, and  disparities in social  education,  The  reason  is that these are

the new  disparities found in mergers  between municipalities  (a contemporary

phenomenon  in Japan), movements  of  population  and  the decentralization of

pewer.  In other  words,  under  the decentralization of  power, communities  are

called  on  to be economically  and  educationally  independent from  the central

government,  and  these new  disparities are  related  to the educational  power  of

communities  and  to the power  of  social  education  connected  to them,

 They are  also  related  to the urgent  educational  issues that must  be tackled

together by educational  officials, people  involved in schools  and  social  educa-

tion, and  local residents  under  the decentralization of  power.

 The two  principal directions for this task  are  as  follows.

 (1) Cooperation between schools  and  communities  by strengthening  support

    from educational  administration  to schools  and  communities,  and  strength-

    ening  ceoperation  involving both school  education  and  social  education.

 (2) Improving the specialization  of  education  in a  broad sense,  In other  words,

    improving technical cooperation  with  specialists  such  as  teachers, leaders

    of  social  education,  medical  persennel  and  welfare  pergonnel.

 These  points will  be crucial  determinants of  the success  or  failure of education

under  the decentralization of  power.

 In addition,  the author  uses  data on  administration  in cities and  towns  in Shiga

prefecture, which  are  familiar to him. Nevertheless, the manuscript  consists  of

some  guesses  without  actual  evidence  in some  points; therefore it has in some
sense  the character  of  the presentation  of  a hypothesis.
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